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いじめは，いじめを受けた子どもの教育を受ける権利を著しく侵害し，その心身の

健全な成長及び人格の形成に重大な影響を与えるのみならず，その生命又は身体に重

大な危険を生じさせるおそれがあり，絶対に許されない行為である。 

いじめが背景とされる自殺事案の報道以来，いじめの問題が社会問題化する中，国

において，いじめの防止等のための対策に関し，基本理念や関係者の責務等を定めた

「いじめ防止対策推進法」（以下「法」という。）が平成２５年９月２８日に施行され，

これを受けて，同年１０月１１日，「いじめの防止等のための基本的な方針」（以下「国

の基本方針」という。）が策定された。加えて，山口県では，平成２６年２月２０日，

法第 12 条に基づき，国の基本的な方針を参酌し，これまでのいじめ防止等の取組を

踏まえながら，総合的かつ効果的ないじめ対策を推進するため，「山口県いじめ防止基

本方針」が策定された。さらには，長門市教育委員会から，平成２６年４月１日「い

じめの防止等のための基本的な方針」が出され，いじめの防止等のための基本的な方

向，及び市教委と学校における対策・対処が明確にされた。２９年３月には国の基本

方針が改訂され，２９年１２月には山口県の方針も改訂されたことを受け，長門市教

育委員会の基本方針に基づいた見直しが本校でも行われた。 

深川小学校において，「いじめはどの子どもにも，どの学校にも起こりうる」という

認識の下，これまで推進してきた『未然防止』『早期発見』『早期対応』の取組の３視

点に『重大事態への対応』を加え，取組の充実を図りたい。また，地域との協働や「生

活・いじめ問題対策会議」を中核とする組織的対応，外部専門家や関係機関との連携

を一層強化することにより，本校におけるいじめ防止等の対策が体系的・計画的かつ

具体的に行われるようここに，「長門市立深川小学校いじめ防止基本方針」を定める。  

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 
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（１）いじめの定義【いじめ防止対策推進法第２条】 

  

 

（２）いじめの認知と対応の留意点 

個々の行為が「いじめ」に当たるか否かの判断は，決して表面的・形式的にな

らないよう「生活・いじめ問題対策会議」が中心となり，いじめられた子どもの

立場に立って行うことが重要である。けんかやふざけ合いであっても，見えない

ところで被害が発生している場合もあるため，背景にある事情の調査を行い，子

どもの感じる被害性に着目した見極めを行う。また，「いじり」と言われる行為に

ついても，いじめとの境界線は不明瞭であるため，見えない所で被害が発生して

いる可能性も十分に考慮しなければならない。いじめられていても，本人がそれ

を否定する場合が多々あることを踏まえ，当該子どもの表情や様子をきめ細かく

観察するなどして確認する必要がある。 

「いじめ」の中には，犯罪行為として取り扱われるべきと認められ，早期に警

察に相談することが重要なものや，子どもの生命，身体又は財産に重大な被害が

生じるような，直ちに警察に通報することが必要なものが含まれる。これらにつ

いては，いじめた子どもへの教育的な配慮やいじめられた子どもの意向への配慮

の上，早期に警察に相談・通報し，警察と連携した対応を取ることが必要である。 

     具体的ないじめの態様は，以下のようなものがある。 

  

 

（３）いじめの解消について 

◯ ｢いじめが解消している｣とは次の２つの要件が満たされている必要がある。 

① いじめに係る行為の止んでいる状態が相当の期間継続していること。 

    相当の期間とは，少なくとも 3 か月を目安とする。 

② 被害児童が心身の苦痛を感じていないこと。 

いじめに係る行為が止んでいるかどうかを判断する時点で，被害児童がい

１ いじめの定義及び認知と対応の留意点 

  この法律において「いじめ」とは，児童等に対して，当該児童等が在籍する学

校に在籍している等当該児童等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理

的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含

む。）であって，当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているもの

をいう。（法第２条） 

◇ 冷やかしやからかい，悪口や脅し文句，嫌なことを言われる 

◇ 仲間はずれ，集団による無視をされる 

◇ 軽くぶつかられたり，遊ぶふりをして叩かれたり，蹴られたりする 

◇ ひどくぶつかられたり，叩かれたり，蹴られたりする 

◇ 金品をたかられる 

◇ 金品を隠されたり，盗まれたり，壊されたり，捨てられたりする 

◇ 嫌なことや恥ずかしいこと，危険なことをされたり，させられたりする 

◇ パソコンや携帯電話等で，誹謗中傷や嫌なことをされる 等 
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じめの行為により心身の苦痛を感じていないと認められること。被害児童本

人及びその保護者に対し，心身の苦痛を感じていないかどうかについて面談

等により確認すること。 

○  「いじめが解消している」状態に至った場合でも，いじめが再発する可能性

が十分にあり得ることを踏まえ，日常的に注意深く観察する必要がある。 

                        

 

「いじめはどの子どもにも，本校にも起こりうる。」という基本認識の下，一人

ひとりを大切にする深川小学校教育の推進により，全ての子どもをいじめに向かわ

せない取組を最重要視したい。 

そこで，学校経営方針の開発的・予防的な生徒指導の推進を図るため「学校・学

級の経営」「校内組織」の２点から，本校の基本的ないじめの未然防止対策を述べ

る。 

 

（１） いじめの未然防止を図る学級・学年の経営  

① 学年・学級がめざす温かな仲間づくり 

本校の教育全体計画にある３つの重点目標の一つである「豊かで強い心の育成」

（みすゞ教育と特別支援教育の知見を生かした温かで安定した学級づくり）を受け，

担任と子どもとの信頼関係や子ども同士の温かな友達関係を構築・醸成する学級

づくりをめざしている。 

   年度毎に学級編成を行っている本校では，学年間の共通理解を経て，担任は当

初から子ども一人ひとりの「学級への所属意識」「自己有用感」「自己肯定感」等が

高まるようにするとともに，友達相互の「かかわり合い」が円滑になるような手

立てを講ずる。 

② 学年・学級が講じている具体例 

○ 全員参加の楽しく「わかる・できる」授業づくり 

子どもの学校生活の７０～８０％が，授業時間であることを鑑みると，多く

の子どもが授業に楽しく参画することを大切にしたい。温かな仲間がいる学級

づくりとともに，どの子も「わかる・できる」授業をめざしている。 

  〇 道徳の時間の充実 

子どもの社会性や公徳心などの育成のために，主に他の人や集団・社会との

かかわりに関する内容を意図的・計画的に実施する。 

  〇 「フリートーク」の実施 

話し合う力の育成とともに，温かな仲間関係を築こうとする１０分程度の活

動で，朝の会（週１回）で活用している。 

（２） 校内組織で取り組む未然防止 

【いじめの未然防止にかかる研修の充実と強化】 

教職員の資質能力の向上に向け，スクールカウンセラーや他の機関と連携し

ながら，積極的に事例研究や子ども理解を行い，いじめ防止等に向けた教職員研

修を開催する。 

２ 本校におけるいじめの未然防止の対策 
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    【校務分掌による対応】 

学習指導部では，子どもの言葉がよりよく変わることをめざし，豊かな知の向

上を図るカリキュラムづくりのために，年間５回の振り返りを継続している。ま

た，生活指導部では，子どもの行動がよりよく変わることをめざし，豊かな心と

体をつなぐ教育の創造に努力している。 

【組織による子どもの評価】 

学校行事を実施する際，活動のねらいを焦点化するとともに，本校のめざす子

ども像から本行事で期待する子どもの姿を設定しており，実施後は，子どもにと

って価値ある学びになったかどうかを全教職員で振り返り，参加意欲などを評価

している。 

【俵山・深川みすゞ学園での共同歩調】 

深川小学校，向陽小学校，俵山小学校と深川中学校で構成される俵山・深川み

すゞ学園では，９年間で身に付けさせたい学習規律と生活習慣を４校で共有して

いる。例えば，学習規律の前期（第１～４学年）では，「①授業開始までトイレに

行っておく，②時計を見て席に着く，③教科書などを机上にそろえる。」と，し

ている。後者の生活習慣では，９年間の前期（第１～４学年）を基礎的な生活習

慣の育成，中期（第５～７学年）として基本的な生活習慣の確立，後期（第８～

９学年）では自立した生活習慣の確立をめざしている。また，全学年で先言後礼

での挨拶に取り組んでいる。学習規律と生活習慣の乱れから，学級の荒れが生じ，

いじめが横行することも考えられるので，これを指標に自ら規律を守らせるよう

にしている。 

 

 

いじめの兆しを早期に察知することは，大変重要であるが，非常に難しい場合

がある。子どもの変化は見ようと思わない限り，見えてこないものである。つま

り，意識して子どもたち一人ひとりを見取ることが，肝要である。「背景にいじめ

があるのではないか。」という意識を常にもちながら，特に，担任は，子どものち

ょっとした表情，言動から「あれ，いつもと違う。」などと，小さな変化を感じと

る感性を磨くことが大切である。 

（１） いじめを見落とさない姿勢 

子どもの生活は，学校と家庭が主である。その生活の一部分でいじめが発生す

る。担任は，子どもの様子を継続的に記録したり，専科教員等の情報を活用した

りして，兆候を見付け，いじめの芽を摘みたい。 

子どもが朝，登校し下校するまで，学級の全ての子どもの学校生活の時間を共

有することは不可能であるが，できるだけ，共有時間を増やすともに，複数の教

職員で言動の変化を見取りたい。 

いじめの認知力を向上させ，早期発見につなげるため，いじめを次の３つのレ

ベルに分類する。 

【レベル１】日常的衝突としてのいじめ 

社会性を身に付ける途上にある児童生徒が集団で活動する場合，しばしば

３ 本校におけるいじめの早期発見の対策 
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見られる日常的衝突の中で，定義に照らし，いじめと認知すべきもの。 

【レベル２】教育課題としてのいじめ 

児童生徒間トラブルが，日常的な衝突を超えた段階にまでエスカレートし

たもので，学校として個別の生徒指導体制を構築し，継続的に解消に向けた取

組を進めたり，経過観察をしたりするなどの組織的対応をとる必要があった

（ある）もの。 

【レベル３】重大事態及び重大事態につながりかねないいじめ 

認知したいじめのうち，法に定める「重大事態」に該当する，又はいじめに

起因して児童生徒の欠席が続いているなど，最終的に「重大事態」にいたる可

能性のあるもの。 

（２） いじめの早期発見のための手立て例 

① 子どもの日々に生活の様子を観察・記録する  

学校生活では，担任や担当の子どもたちへの目が届かない時間帯があるが，

できるだけ子どもの言動や集団の動きには注視するように努力したい。本校は

教職員の数が多いので，多くの目で観察することも可能である。例えば，遅く登

校する子の表情も担任に知らせ，表情や態度などを観察することも可能にして

いる。また，「週末生活アンケート」や日記等を通して，子ども理解にも努めて

いる。これまでも，子どもの様子を丁寧に，しかも継続的に記録し，生活指導に

役立てている。 

以上のような観察や記録から，些細なことであっても「いじめではないか。」

と疑うことで，周りの子どもたちから情報を収集・事実確認を行うなど，初期対

応につながる。 

② 安心感と信頼感に基づいた教育相談  

    本校には，計画された教育相談活動と随時行う教育相談活動がある。前者は，

担当が子どもや保護者に相談を呼び掛けたり，スクールカウンセラーにつない

だりしている。後者は，これらの教育相談に本音で悩みが相談できるよう安心

できる場所を提供したり，誰と相談したいのか等も加味したりしてどのような

悩みでも相談に応じるようにしている。 

③ 家庭や地域との連携を深め，日常の情報収集を大切にする 

    学校外での子どものいじめ情報を早くキャッチできれば，対応も早くできる。

そのためには，日頃から担任や担当が，学校・学級の生活の様子を家庭や地域

に向けて提供することに心掛けたい。例えば，授業中のグループ内での何気な

い発言や言動が気になれば，家庭に連絡してみるのも大切である。いじめの早

期発見につながることもある。 

深川小学校運営協議会では，常に学校の情報や子どもたちの傾向を提供する

ことによって，いじめについて共に考え，解決姿勢を示すことも重要な手立て

になると考えている。 
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子どもや保護者・地域等に向かって，全ての教職員が「いじめは人間として，

絶対に許されない行為である。」「いじめられている子どもを必ず守り通す。」

といった毅然とした姿勢を日頃から示したい。 

いじめを発見し，又は相談を受けた教職員は，他の業務に優先して，速やかに

校内いじめ対策委員会に報告し，組織的な対応につなげなければならない。 

 

（１） 認知から確認への具体的な取組 

いじめには，いじめられている者（被害者），いじめている者（加害者），周り

ではやしたてる者（観衆）見てみぬふりをする者（傍観者）の４つの層に分類さ

れるために，いじめの四層構造と呼ばれる。決して，観衆や傍観者は，いじめと

は無関係ではないのである。 

   そこで，いじめの発見・通報を受けた場合は，早急に内容，時期，関係した子

どもなどについて，このいじめの四層構造を踏まえ，５Ｗ１Ｈに留意しながら，

客観的な事実関係を記録することにしている。 

   ・いつ（いつ頃から）  ・どこで  ・誰が（誰から）  ・何を 

   ・なぜ         ・どのような関係や背景   等 

複数の子どもが関係していれば，同学年や生徒指導主任が対応する。また，保

護者や地域からの情報提供については，話をしっかりと聞き（傾聴し），情報提供

に対しての感謝の気持ちと今後の対応について伝える。その後は，適宜，保護者

に経過を報告し，保護者の思いも把握する。 

（２） 本校におけるいじめ事案に係る対応フロー 

   いじめの認知から確認，そして解決に向けた具体的な対応策を考えていく必要

がある。そのためには，組織的な対応をできるだけ早くしていくことが重要であ

る。 

そこで，生徒指導主任は，校内の情報を収集するとともに，いじめの状況を管

理職に報告し，「生活・いじめ問題対策会議（いじめ対策委員会）」を開くための

調整を行う。 

以下が，いじめ事案に係る対応フロー図（例）である。 

 
①認知した担任や担当は，その段階での事実確認と問題把握をし，それを学年主

任に報告する。②学年主任は，できるだけ早く学年部会を開催し，関係する子ど

もの事実の整理を図る。③いじめ問題の解決に向けて中心的な存在である生徒指

導主任は，これまでの情報を基に具体的な方策を協議するコーディネイトを迅速

に行うことになる。④生徒指導主任から報告や要請を受け，管理職と教務主任，

教育相談担当の５名で，情報の確認と解決の方向性を協議し，「生活・いじめ問題

対策会議」の開催について調整をする。 

  

４ 本校におけるいじめの早期対応  

【学級担任】 
○問題把握 
○事実確認 

 

【学年主任】 
○同学年で情報の
共有 (事実整理・
問題把握) 

報告 【生徒指導主任】 
○関係学年との情報
整理 

○職員への情報提供 

○緊急対応協議 
○「生活・いじめ問題対策会
議」開催調整  

聞き取り 

報告 

聞き取り 

報告 

聞き取り 

情報収集（事実確認・問題把握）と共有の段階 具体的対応への移行段階 

① ② ③ ④ 



6 

 

（３） 本校のいじめ問題の解決を図る「生活・いじめ問題対策会議」 

学校は，いじめの防止，いじめの早期発見及びいじめへの対処等に関する措置

を実効的に行い，組織的な対応によりいじめの問題の解決を図るため，常設の組

織「校内いじめ対策委員会」を置く。具体的には，次のような役割がある。 

①  本校のいじめ問題への組織的対応における中核的な役割を果たす。 

②  関係児童への事実関係確認，保護者との連携を図る。 

③  当該委員会は，学校基本方針の策定や見直し，いじめ未然防止の取組が計画

どおり進んでいるかの確認を学校評価の評価項目（いじめが起きにくい・いじ

めを許さない環境づくり，早期発見・早期対応のマニュアルの実行，定期的・

必要に応じたアンケート，個人面談・保護者面談の実施，校内研修の実施等）

に位置づけ，日常的に評価・検証・改善する。 

④  児童及び保護者に対して，自らの存在及び活動が容易に認識できる取組を実

施する。 

  

（４） 組織で対応・対処する上での留意点 

いじめの四層構造の観点から，本校の対応・対処について考えたい。いじめに

関係した子ども・保護者への対応については，いじめを受けた子どもや知らせて

きた子どもの安全を確保し，教育的配慮の下，毅然とした態度で指導したい。 

① いじめられている子ども・保護者への対応 

〇  いじめの事実を認知後，できるだけ早く保護者に状況を正確に伝えること

が肝要である。家庭訪問の了解を取った上で担任と管理職等の教職員で訪問

し，保護者の心情に寄り添いながら， 

・ 学校管理下で起こったことに対する謝罪 

・ 状況や今後の対応方針等の説明 

・ 解決についての協力依頼 等， 

誠意をもって対応する。解決をしても，その後の経過についての連絡を適

宜行うことを忘れないようにしたい。 

〇 いじめられている子どものこれまでの心の痛みなどの思いを共感的に理解

し，「絶対に守る。」「必ず解決する。」との姿勢を示す。（事実確認をする際の

精神的負担に十分配慮する。） 

〇 本人の要望等を聴き取りながら，学校生活の様々な場面で声かけを行い，

自信を回復させ，精神を安定させていくことに努める。 

〇 「いじめに負けるな。」「立ち向かっていけ。」などの叱咤激励は，逆に本

人の自信を失わせる可能性があるため，避けなければならない。 

  ② いじめている子ども・保護者への対応 

〇  なぜそのような行為に及んだのか，その背景について話を十分聞き，心情

をくみ取る。 

【生活・いじめ問題対策会議の構成員】 

 ・校長，教頭，事務長，部長，教育相談担当，学年主任，担任  

（必要に応じて，前担任，校内コーディネーター，スクールカウンセラーの参加，また，

外部専門家である人権擁護委員や民生児童委員等との連携も図る。）  
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〇 相手にどれほどの深刻な苦痛を与えたかを認識させ，内省を促す。「説得よ

り納得」が重要である。 

〇 相手の気持ちを理解させることで，再びいじめを行わない気持ちをもたせ

る。 

〇 いじめた子どもへの指導・支援の在り方を保護者とともに考え，人間関係

の再構築に向けて謝罪の場を設定するなどの働きかけを行う。 

③ 周りの子ども（観衆・傍観者）・保護者への対応  

〇 観衆・傍観者は，「いじめをしていることと同じであること」を毅然とした

態度で指導し，いじめは許されないという校内の雰囲気づくりに努める。 

〇 観衆や傍観者に対しては，いじめられている子どもが，いじめによってど

んなに辛く，悲しい思いをしているかを共感できるよう指導する。 

〇 いじめを見た場合は制止するか，教職員に伝えるようにし，報告に来た子

どもに対しては，その行動を称賛するとともに，その子どもが特定されない

ように配慮する。 

④ 事後の観察と報告の継続 

一定の解決を図っても，いじめに関係した子どもの様子を継続的に注視し，

適宜，その様子を保護者に伝える。とりわけ，いじめを受けていた子どもの保

護者とは，定期的な連絡も考えたい。 

（５） 指導上の配慮が必要な児童への対応 

   学校として，特に配慮が必要な児童については，日常的に，当該児童の特性

を踏まえた適切な支援を行うとともに，保護者との連携，周囲の児童に対する

必要な指導を組織的に行う。 

① 発達障害を含む障害のある児童 

個別の教育支援計画や個別の指導計画を活用した情報共有を行いつつ，当

該子どものニーズや特性，専門家の意見を踏まえた上で，適切な指導・支援

を行う。 

② 海外から帰国した児童や外国人の児童 

言語や文化の差から，学校での学びにおいて困難を抱える場合も多いこと

に留意し，外国人児童等に対する理解を促進し，学校全体で注意深く見守

り，必要な支援を行う。 

③ 性同一性障害や性的指向・性自認に係る児童 

教職員の正しい理解の促進や，学校として必要な対応について周知する。 

  ④ 東日本大震災により被災した児童又は原子力発電所事故により避難してい

る児童（以下「被災児童」） 

     被災児童の受けた心身への多大な影響や，慣れない環境への不安感を教職

員が理解し，細心の注意を払いながら，いじめの未然防止・早期発見に取り

組む。 
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（１） 重大事態の発生と調査 

   重大事態の発生と調査について，法２８条には，次のようにある。 

（学校の設置者又はその設置する学校による対処） 

第 28 条 学校の設置者又はその設置する学校は，次に掲げる場合には，その事態（以下

「重大事態」という。）に対処し，及び当該重大事態と同種の事態の発生の防止に

資するため，速やかに，当該学校の設置者又はその設置する学校の下に組織を設け，

質問票の使用その他の適切な方法により当該重大事態に係る事実関係を明確にす

るための調査を行うものとする。 

一 いじめにより当該学校に在籍する児童等の生命，心身又は財産に重大な被害が生

じた疑いがあると認めるとき。 

二 いじめにより当該学校に在籍する児童等が相当の期間学校を欠席することを余

儀なくされている疑いがあると認めるとき。 

2 学校の設置者又はその設置する学校は，前項の規定による調査を行ったときは当

該調査に係るいじめを受けた児童等及びその保護者に対し，当該調査に係る重大事

態の事実関係等その他の必要な情報を適切に提供するものとする。 

3 第 1 項の規定により学校が調査を行う場合においては，当該学校の設置者は，同

項の規定による調査及び前項の規定による情報の提供について必要な指導及び支援

を行うものとする。 

 

①  重大事態のとらえ方 

国の基本方針では，第１号の「生命，心身又は財産に重大な被害」について

は，いじめを受ける児童生徒の状況に着目して判断しており，例えば， 

○ 児童生徒が自殺を企図した場合 

○ 身体に重大な傷害を負った場合 

○ 金品等に重大な被害を被った場合 

○ 精神性の疾患を発症した場合 

などのケースが想定されている。 

また，第２号の「相当の期間」については，不登校の定義を踏まえ，年間３０

日の欠席を目安とする。ただし，児童生徒が一定期間，連続して欠席しているよ

うな場合には，この目安にかかわらず，学校の設置者又は学校の判断により，迅

速に調査に着手することが必要であるとされている。 

さらに，国の基本方針には，子どもや保護者からいじめられて重大事態に至

ったという申立てがあったときは，その時点で学校が「いじめの結果ではない。」

あるいは「重大事態とはいえない。」と考えたとしても，重大事態が発生したも

のとして報告・調査等に当たるとされている。 

②  重大事態の報告について 

国の基本方針には，本校において，重大事態が発生した場合，長門市教育委

員会を通じて長門市長へ，事態発生について報告することとなっている。 

③ 重大事態の調査組織について 

５ 本校におけるいじめの重大事態への対処  
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この調査は，重大事態に対処するとともに，同種の事態の発生の防止に資す

るために行うものである。 

本校で，重大事態が発生した場合には，直ちに長門市教育委員会に報告する

が市教委で，その事案の調査を行う主体やどのような調査組織とするかにつ

いて判断される。調査の主体が学校となる場合，「生活・いじめ問題対策会

議」を母体として，当該重大事態の性質に応じて適切な専門家を加えた組織

にしたい。この組織の構成については，弁護士や精神科医，学識経験者，心

理や福祉の専門家等の専門的知識及び経験を有する者であって，当該いじめ

事案の関係者と直接の人間関係又は特別の利害関係を有しない者（第三者）

について，職能団体や大学，学会からの推薦等により参加を図ることによ

り，調査の公平性・中立性に確保に努めたい。 

④ 事実関係を明確にする調査 

この調査は，民事・刑事上の責任追及等の対応を直接の目的とするもので

なく、本校と長門市教育委員会が事実に向き合うことで，当該事態への対処や

同種の事態の発生防止を図るものである。 

「事実関係を明確にする」とは，重大事態に至る要因となったいじめ行為

が，いつ（いつ頃から），誰から行われ，どのような態様であったか，いじめ

を生んだ背景事情や児童生徒の人間関係にどのような問題があったか，学校・

教職員がどのように対応したかなどの事実関係を，可能な限り網羅的に明確に

することである。この際，因果関係の特定を急ぐべきではなく，客観的な事実

関係を速やかに調査することを念頭におきたい。 

ア いじめられた子どもからの聴き取りが可能な場合 

いじめられた子どもから十分に聴き取るとともに，全校の子どもや教職員

に対する質問紙調査や聴き取り調査などを考えたい。この際，いじめられた子

どもや情報を提供してくれた子どもを守ることを最優先とした調査実施が必

要である（例えば，質問票が個別の事案が広く明らかになり，被害の子どもの

学校復帰が阻害されることのないよう配慮する等）。 

調査による事実関係の確認とともに，いじめた子どもへの指導を行い，いじ

め行為を止めさせる。いじめられた子どもに対しては，事情や心情を聴取し，

状況に合わせた継続的なケアを行い，落ち着いた学校生活復帰の支援や学習

支援等をすることが必要である。 

イ いじめられた児童生徒からの聴き取りが不可能な場合 

いじめられた子どもの入院や死亡などで，聴き取りが不可能な場合は，当該

子どもの保護者の要望・意見を十分に聴取し，迅速に当該保護者に今後の調査

について協議し，調査に着手する必要がある。 

調査方法としては，全校の子どもや教職員に対する質問紙調査や聴き取り

調査などが考えられる。 
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（自殺の背景調査における留意事項） 

子どもの自殺という事態が起こった場合の調査の在り方については，その後の自

殺防止に資する観点から，自殺の背景調査を実施することが必要である。この調査

においては，亡くなった子どもの尊厳を保持しつつ，その死に至った経過を検証し

再発防止策を講ずることを目指し，遺族の気持ちに十分配慮しながら行うことが必

要である。 

  いじめがその要因として疑われる場合の背景調査については，以下の事項に留

意（国の基本方針30～31参照）のうえ，「子供の自殺が起きたときの背景調査の

指針（改訂版）」（平成２６年７月 文部科学省・児童生徒の自殺予防に関する

調査研究協力会議）を参考にしたい。 

○ 背景調査に当たり，遺族が，当該児童を最も身近に知り，また，背景調査につ

いて切実な心情を持っていることを認識し，その要望・意見を十分に聴取すると

ともに，できる限りの配慮と説明を行うことが重要である。 

○  在校生及びその保護者に対しても，できる限りの配慮と説明を行いたい。 

○  亡くなった子どもが置かれていた状況として，いじめの疑いがあることを踏ま

え本校は，遺族に対して主体的に，在校生へのアンケート調査や一斉聴き取り調

査を含む詳しい調査の実施を提案したい。 

○  詳しい調査を行うに当たり，長門市教育委員会又は本校は，遺族に対して，調

査の目的・目標，調査を行う組織の構成等，調査の概ねの期間や方法，入手した

資料の取り扱い，遺族に対する説明の在り方や調査結果の公表に関する方針など

について，できる限り，遺族と合意しておくことが必要である。 

○   調査を行う組織については，弁護士や精神科医，学識経験者，心理や福祉の専

門家等の専門的知識及び経験を有する者であって，当該いじめ事案の関係者と直

接の人間関係又は特別の利害関係を有する者ではない者（第三者）について，職

能団体や大学，学会からの推薦等により参加を図ることにより，当該調査の公平

性・中立性を確保するよう努めたい。 

○  背景調査においては，自殺が起きた後の時間の経過等に伴う制約の下で，でき

る限り，偏りのない資料や情報を多く収集し，それらの信頼性の吟味を含めて，

客観的に，特定の資料や情報にのみ依拠することなく総合的に分析評価を行うよ

う努める。 

○ 客観的な事実関係の調査を迅速に進めることが必要であり，それらの事実の影

響についての分析評価については，専門的知識及び経験を有する者の援助を求め

ることが必要であることに留意する。 

○  学校が調査を行う場合においては，長門市教育委員会は，情報の提供について

必要な指導及び支援を行うこととされている。 

○  情報発信・報道対応については，窓口を管理職とし，プライバシーへの配慮の

うえ，正確で一貫した情報提供が必要である。初期の段階で情報がないからとい

って，トラブルや不適切な対応がなかったと決めつけたり，断片的な情報で誤解

を与えたりすることのないよう留意する。なお，亡くなった子どもの尊厳の保持

や自殺は連鎖（後追い）の可能性などを踏まえ，報道の在り方に特別の注意が必

要である。 
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（２） 調査結果の提供及び報告 

①  いじめを受けた児童生徒及びその保護者に対する情報を適切に提供する責任  

   このことについては，法２８条に以下のとおり記載されている。 

 

学校は，いじめを受けた子どもやその保護者に対して，事実関係等その他の必要

な情報を提供する責任があることを踏まえ，調査により明らかになった事実関係

（いじめ行為がいつ，誰から行われ，どのような態様であったか，学校がどのよう

に対応したか）について，いじめを受けた子どもやその保護者に対して説明するこ

とが必要である。この情報の提供に当たっては，他の子どものプライバシー保護な

ど関係者の個人情報に十分配慮しながら，適時・適切な方法による経過報告が望ま

れる。 

質問紙調査の実施により得られたアンケートについては，いじめられた子ども，

またはその保護者に提供する場合があることを予め念頭におき，調査に先立ち，そ

の旨を調査対象となる在校生やその保護者に説明する等の措置が必要である。また，

学校が調査を行う場合は，長門市教育委員会から情報の提供の内容・方法・時期な

どについて必要な指導及び支援をもらうこととなっている。 

 

 

いじめの問題の解決には，家庭・地域との緊密な連携・協力が大切であり，日頃

から学校を家庭・地域に開かれたものにしていくことが非常に重要である。深川小

学校運営協議会や関係団体と本基本方針の共通理解を図ったりしながら，地域ぐる

みで情報交換の促進，連携の強化に努めたい。  

    また，子どもや保護者の不安や悩み等を受け止めるとともに，地域の協力を得る

ため，本校や関係機関の相談窓口の周知を図り，スクールカウンセラー（ＳＣ）や

スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）等の専門家の相談にも対応できる体制を整

備している。 

（１） いじめられている子どもの保護者への対応 

〇 学校は，積極的にＳＣやＳＳＷ等と連携をしたり，速やかに保護者との面談

の時間を設定し，保護者の思いを傾聴したりする。必要であれば，やまぐち総

合教育支援センター内の子どもと親のサポートセンター等の相談機関を紹介

(Ｐ１６,１７)する。 

教職員が保護者と一緒に考え，いじめられている子どもの保護者の心情を

共感的に理解した上で，対応する。子どものためにいじめを解決していく姿勢

を示す。 

〇 学校は，保護者の不満や怒りを謙虚に受け止め，「いじめは人間として，

（学校の設置者又はその設置する学校による対処） 

第２８条第２項 学校の設置者又はその設置する学校は，前項の規定による調査

を行ったときは，当該調査に係るいじめを受けた児童等及びその保護者に対し，

当該調査に係る重大事態の事実関係等その他の必要な情報を適切に提供するもの

とする。 

６ 保護者・地域等との連携推進 
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絶対に許されない行為である。」との認識に立ち，いじめの全容の解明を学

校が全力で努め，時間はかかっても，経過報告も含め，より正確な事実の確

認に基づいた保護者への説明を行いたい。保護者の全面的協力を得るために

も，より一層緊密な連携を図る。 

〇 プライバシーの保護と個人情報の漏えいに気を付け，徹底した情報管理を

行いながら，学校として知り得た情報等を，丁寧に提供する。ただし，いじ

められている子どもが，いじめの事実を保護者に知られたくないと思ってい

る場合は，家庭の様々な状況に配慮し，適切に対応する。 

（２） いじめている子どもの保護者への対応 

〇 なぜいじめをしたのか，その原因・背景を保護者と共に考えたり，苦慮し

ている保護者の心情に寄り添ったり，子どものよりよい成長のために協力を

依頼する。また，学校として，積極的にＳＣやＳＳＷ等と連携を進める。 

いじめている子ども・保護者がいじめの事実を認めない場合や保護者が第

三者的な立場の者の同席を望む場合は，人権擁護委員や少年安全サポーター

等との連携も考える。 

〇 いじめの正確な事実を確認する。憶測は避け，いじめの事案とは直接関係

のない話まで広げることのないように留意する。 

〇 いじめている子どもが複数であった場合，その個々の関わり方について説

明するとともに，「関わり方の違いに関係なく，いじめている立場は同じで

ある」という理解を得るように努力する。 

〇 いじめられている子ども・保護者に対する謝罪の仕方，自分の子どもへの

指導の在り方等，保護者の意向を確認しながら具体的に助言する。 

（３）地域・関係機関との連携 

①  学校と家庭・地域との連携 

○ ＰＴＡの会議や学校運営協議会において，いじめの実態や指導方針等の情

報提供を行ったり，学校や学年や学級の通信を通して，いじめ問題防止への

協力を呼びかけたりして，保護者や地域との連携を推進する。 

○ 日頃から，電話や連絡帳での保護者からの問い合わせや要望への誠意ある

対応や保護者が相談したり，情報を提供したりしやすい雰囲気づくりに努

め，いじめ問題への指導に対しての理解・協力を得ることができるようにす

る。 

〇 いじめに関する連絡・情報があったときは，迅速に事実関係を確認し，

指導・対応の後は，情報提供者に必要事項を報告する。情報源について

は，秘密を厳守するとともに，学校から地域の関係者へ提供された情報に

ついても，慎重な取扱いを依頼する。 

② 学校と関係機関との連携 

･  いじめの早期解決のため，必要に応じて，「生活・いじめ問題対策会議」

に関係機関や外部専門家等の積極的な参画を得る。 

やまぐち総合教育支援センター，長門警察署，萩児童相談所， 

山口地方法務局，長門市子ども未来室，弁護士，医師， 

民生委員・児童委員，人権擁護委員，少年安全サポーター等 
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・  いじめが犯罪行為である疑いがある場合は，教育的配慮のもと，長門市教

育委員会と協議しながら長門警察署と連携して対応することが必要である。

明らかに犯罪行為である場合は，「やまぐち児童生徒サポートライン」（平

成１６年４月施行）による「学校から警察への連絡に関するガイドライン」

（平成２２年１１月策定）に基づき，躊躇することなく連絡し，支援を得

る。 

 

（４）本校及び関係機関の相談窓口 

① 本校の相談窓口 

長門市立深川小学校  ０８３７－２２－２４２６ 

       相談メール   fukawa-e@nagatoedu.jp 

② 関係機関等の相談窓口 

○長門市教育委員会内いじめ相談電話 ２２－３５１５ 
○長門市教育支援センター ２２－３５４２ 
○子どもの人権１１０番 

０１２０－００７－１１０（山口地方法務局） 
○２４時間子ども SOS ダイヤル 

０１２０－０－７８３１０（やまぐち総合教育支援センター） 
○サイバー犯罪対策室 

０８３－９２２－８９８３（山口県警本部） 
○ヤングテレホン・やまぐち  

０１２０－４９－５１５０（山口県警本部） 
○ふれあい総合テレホン  

０８３－９８７－１２４０（やまぐち総合教育支援センター） 
○山口県教育庁行政相談室  

０８３－９３３－４５３１（教育庁教育政策課） 
○ふれあいファックス 

０８３－９８７－１２５８ （やまぐち総合教育支援センター） 
○ふれあいメール         

soudan@g.ysn21.jp（やまぐち総合教育支援センター） 
○悩み連絡室＠やまぐち（教育庁学校安全・体育課） 

LINE 及び Web（https://bit.ly/2FmEBN7） 

 

  

mailto:fukasyou@hot-cha.tv
mailto:soudan@g.ysn21.jp


14 

 

 

※ 全校児童への毎週の「週末生活アンケート」，を継続する。 

※ 毎日の生活委員会と保護者のあいさつ運動を継続する。 

   生活・いじめ問題対策会議等 学校行事 保護者・地域等の連携 

４月 

・学年・学級の目標  

・引き継ぎ事項等の確認  

・始業式 ・入学式 

・地区子ども会 

・ＰＴＡ理事会 

・参観日 ・ＰＴＡ総会 

・個人懇談（希望者） 

５月 

・校内教育支援委員会  

・市教育支援委員会  

・生活・いじめ問題対策拡大会議① 

・全校朝会 

・１年生を迎える会 

・スポーツフェスティバル 

・学校運営協議会  

・育成市民会議  

６月 

・第 1 回児童理解の会 

・教育相談月間  

・縦割り班掃除  ・参観日（人権） 

・PTA 教育講演会 

・青少年市民会議  

・学校生活アンケート 

７月 

・学級経営構想振り返り 

・児童理解の会（職員会議内） 

・市いじめ問題対策連絡協議会 

・生活・いじめ問題対策拡大会議②兼

特支校内研修会  

・地区子ども会 

・学校保健安全委員会  

・学期末個人懇談会  

８月 ・スクリーニング検査研修会   ・学校運営協議会  

９月 
・児童理解の会（職員会議内） 

 

・始業式 

・５年宿泊学習 

・俵山・深川みすゞ学園合

同学校運営協議会  

・参観日 

１０月 

・第２回生活・いじめ問題対策拡大会議 

・校内教育支援委員会② 

・児童理解の会（職員会議内） 

・いじめ防止・根絶月間  

・全校朝会  

・縦割り班掃除  

・桟敷集会 

・学校生活アンケート 

・学校運営協議会  

 

１１月 
・市教育支援委員会② 

・児童理解の会（職員会議内） 

・縦割り班掃除  

・校内持久走大会 

・６年修学旅行 

 

１２月 

・学級経営振り返り 

・校内教育支援委員会③ 

・児童理解の会（職員会議内） 

・地区子ども会 ・学期末個人懇談会  

・学校運営協議会  

１月 
・市教育支援委員会③ 

・児童理解の会（職員会議内） 

・地区子ども会 ・参観日 

２月 

・第 3 回生活・いじめ問題対策拡大会議 

・児童理解の会（職員会議内） 

・カリキュラム振り返り 

・いじめ防止・根絶月間  

・縦割り班掃除  

・全校朝会 

・４年生１０才の集い 

 

・学校生活アンケート 

・ＰＴＡ理事会 

・市 P 連連絡協議会 

・参観日 

･学校運営協議会  

３月 
・学級経営振り返り 

・引き継ぎ事項の整理  

・６年生を送る会  

・卒業証書授与式  

・修了式 

 

 ※随時，必要な時にケース会議や生活・いじめ問題対策会議を開催する 

  

７ いじめの防止等に向けた年間計画  
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令和７年度 生徒指導全体計画 

長門市立深川小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 めざす深川っ子 

校訓（生活信条）三気：本気 根気 元

気 

俵山・深川みすゞ学園目標 

 

○望ましい人間関係の育成を図る  ○基本的な生活習慣・規範意識の育成を図る 

生徒指導目標 

未来を切り拓く人間性豊かな俵山・深川っ子の育成 

【基本的な構え】 
①開発的・予防的な生徒指導 

・「おかしいぞ」と感じる感性をもつ。  ・問題行動のみの対応にとらわれない。 

・観察・具体的な資料に基づいて問題や課題を把握し，児童に応じた生徒指導に心がけ，問題
の所在を協議して改善策を考える。 

②協働実践 
・指導方針や実践すべき内容を明確にして共通理解を図り，全職員が協働して指導にあたる。 

・問題が発生した時はすぐに学年主任に報告し，同学年で対応を協議する。その後，生徒指導
主任に報告する。問題の内容により，保護者に事実関係・指導内容を知らせる。指導後の児
童の変容を保護者に報告する。 

※保護者への報告は，迅速に誠意をもって行う。  

③人権尊重 
・人権尊重の精神に立ち，子どもと教師の温かい人間的なふれあいを基盤に，受容・共感的な

姿勢で接し，発達の段階に応じた学年・学級経営を行う。 

④学習指導 
・だれもが「わかる・できる授業」を推進し，児童の自己肯定感や自己有用感を大切にする。 

・児童の発達の段階に応じ，学習規律の定着を図る。  

⑤保護者・地域との連携 
・地域ぐるみの生徒指導を展開するために，学校や家庭・地域，関係機関とかかわりを密にし，

問題の未然防止・早期発見と早期対応に努める。※２日連続して欠席した児童宅への家庭訪
問 

 

【具体的な方策】 
○ 児童相互の望ましい人間関係づくり 

・「フリートーク」の実施  ・児童対象「週末生活アンケート（毎週）」の実施 
・保護者対象「学校生活アンケート（各学期１回）」の実施  ・相談箱「ドラえもんポスト」

の活用 
・いじめ防止根絶強調月間（「全校集会」の実施、委員会による啓発） ・「みすゞハート」の

取組 
○ 基本的な生活習慣・規範意識の定着 

・俵山・深川みすゞ学園「基本的な生活習慣，学習規律一覧表」の活用 
・子どもチャレンジ目標の推進 
・「深川小みんなのやくそく」，長期休業前の「やくそく」の周知徹底 

○ 安心・安全への意識の向上 
・教員，児童会，保護者，地域によるあいさつ運動の実施  ・集団下校の会の実施 
・地区子ども会の実施  ・通学路の安全点検と指導（学期に１回）の実施 
・「子ども安全見守りたい」による登下校時の安全支援  ・防犯ブザー，熊鈴の携帯と点検 

【学校・家庭・地域との連携】 
○ 校外生活の規律と安心安全について，家庭・地域の理解と協力を得る。 

・深川小学校運営協議会  ・長門市青少年育成市民会議  ・深川支部ブロック会議  
・長門市交通安全推進協議会  

【幼保・小・中との連携】 
○ 幼保と中学校との滑らかな接続を図る。（子どもたちの一貫した生活指導・学習指導の推進） 

・幼保や中学校との連携や交流 ・俵山・深川みすゞ学園各種会議 ・スタートカリキュラムの改善と
実践 

・「笑・自・気」と「プラス
１」の取組と、自分のめ
あてを持つことによるあ
いさつ意識の向上  
・規範意識の高さと、
（廊下歩行等）実行する
態度との差  
・友達との関わり方、思
いやりのある言葉遣い
の改善 
・生活習慣（適切な睡
眠時間・メディア時間の
約束等）の確立 

■ ふるさと長門を愛し、あいさつでつながる元気な子 

■ 自分の思いや考えを伝えられる素直な子 

地域でめざす子ども像 

本気で考え伝えあう子

○知  

進んで取り組みやりぬく子

○徳  

笑顔いっぱい元気な子○体  

・日本国憲法 
・教育基本法 
・学校教育法 
・学習指導要領 
・いじめ防止基
本方針 
（ 国 ・ 県 市 ・ 本
校） 
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○ 相談窓口一覧（山口県いじめ防止基本方針ｐ７３～７４から） 
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